
ワイヤレス
アンテナ

音響ワゴンアンプ

デジタルパワーアンプ

主電源パネル各機器へ

ワイヤレスチューナー
（３波）

デ
ジ
タ
ル
ス
テ
レ
オ
ミ
キ
サー

ラインアレイスピーカー

接続盤

ＣＤ／ＳＤ／ＵＳＢ
プレーヤー

ＡＣ１００Ｖ
ＤＣ２４Ｖ非常時断

トーンコントローラー×１０（各系統独立設定）

ハウリング抑制（ＦＢＳ）×８（各系統独立設定）

自動音場補正（ＡＲＣ）×４（各系統独立設定）

機能設定用ロータリーエンコーダー×３
フロントパネルロック機能
パラメトリックイコライザー×４

前面ステレオミニジャック付

オートミュート（ＤＵＣＫＥＲ）×１（独立制御）

モノラル×４、録音（Ｌ，Ｒ）

フィルター×８（各系統独立設定）

モノラル×８、ステレオ×７

リモートコントロールパネル接続可

ファンタム電源内蔵
プリセットメモリー×１６（前面プリセットスイッチ×４）

接点入力×８、接点出力×８

１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ

デジタルステレオミキサー
入            力
出            力
信   号   処   理

機            能

制            御

ネットワークＩ／Ｆ
そ     の     他

ダイバシティ受信方式

３波実装済（最大４波）
８００ＭＨｚ帯

アンテナ×４、ミキシング×１
単独×４、ミキシング×１

チューナーユニット

受   信   方   式
受  信  周  波  数

入            力
出            力

ワイヤレスチューナー（３波）

ＣＤ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ（８ ｃｍ不可）

ライン、ヘッドホン
２０ Ｈｚ～２０ ｋＨｚ

再生モード、プログラム再生機能、
ＣＤ・ＳＤ・ＵＳＢ（速度調整可）

オーディオＣＤ（ＣＤ－ＤＡ），ＭＰ３
デ   ィ   ス   ク
フ ァ イ ル 保 存

周  波  数  特  性
出　　　　　　力

そ     の     他

ＣＤ／ＳＤ／ＵＳＢプレーヤー

各チャンネルに独立した電源部を搭載

Ｄ級増幅方式（デジタルアンプ）
２５０Ｗ×２（４Ω），１７０Ｗ×２（８Ω）

ＢＲＩＤＧＥ：５００Ｗ×１（８Ω）
２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

保護回路付
そ     の     他

増   幅   方   式
定   格   出   力

周  波  数  特  性

デジタルパワーアンプ

称名

デジタルステレオミキサー
ワイヤレスチューナー（３波）

木製ラック

主電源パネル

通気パネル

ブランクパネル
デジタルパワーアンプ

ＣＤ／ＳＤ／ＵＳＢプレーヤー

ＡＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ電            源

音響ワゴンアンプ

外
部
入
力
パ
ネ
ル

非連動：２

入力、出力

連動：Ａ系統×６、Ｂ系統×６

１系統あたり：１５Ａ

主電源パネル
Ａ Ｃ コ ン セ ン ト

最 大 定 格 電 流
リ   モ   ー   ト

マイク用：ＸＬＲ３－３１Ｆ７７相当品×１コ   ネ   ク   タ
外部入力パネル

オーディオ用：ＲＣＡピンジャック×２

引出しパネル

外部入力パネル

３ｋＨｚ

７５０Ｗ

下向き：０°，１°，２°，３°
垂直：３５°

１３ｃｍコーン型×８

水平：１００°

７０Ｈｚ～２０ｋＨｚ

バスレフ型

ラインアレイスピーカー

エンクロージャ：合板　黒
パンチングネット：鋼板　黒

バランスドーム型×２４

９６ｄＢ（１Ｗ，１ｍ換算，測定距離４ｍ）

エンクロージャ形式

連続プログラム入力

クロスオーバー周波数

角 度 調 節 範 囲

出 力 音 圧 レ ベ ル
周  波  数  特  性

指     向     角

ス  ピ  ー  カ  ー

仕            上

壁取付用、防球ガード付
そ     の     他 防水性能：防滴Ⅱ形

約＋８ｄＢ

消   費   電   流

ダイポール比相対利得

ア ッ テ ネ ー タ ー

電            源

受  信  周  波  数 ８００ＭＨｚ帯
２５ｍＡ以下
ＤＣ７～１２Ｖ（本体より供給）

０，－１０，－２０ｄＢ

ワイヤレスアンテナ（防球型）

キャノンコネクター付

単一指向性
６００Ω（平衡型）

７０Ｈｚ～１５ｋＨｚ

２芯シールド線　１０ｍ

トークスイッチ付、色：メタリックグレー

－５４ｄＢ

定格インピーダンス

指     向     性
周  波  数  特  性

コ     ー     ド

そ     の     他

定 格 感 度 レ ベ ル

ダイナミックマイク １本

単一指向特性エレクトレットコンデンサー型使  用  マ  イ  ク
ＰＬＬシンセサイザー方式
８００ＭＨｚ帯（３０波のうち１波スイッチ切換）

発   振   方   式
送  信  周  波  数

 ワイヤレスマイク　ハンド型 ２本
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単一指向性エレクトレットコンデンサー型
ＰＬＬシンセサイザー方式
８００ＭＨｚ帯（３０波のうち１波スイッチ切換）送  信  周  波  数

使  用  マ  イ  ク
発   振   方   式

 ワイヤレスマイク  タイピン型 １本

１本

１本

Ｗ３／８，Ｗ５／１６

床上型マイクスタンド

床上型２段式フリーストップ
取   付   ね   じ
型            式

マイク径：φ１８～φ３５ｍｍ
最大マイク質量：５００ｇ

使 用 可 能 マ イ ク
型　　　　　　式 卓上型２段式

卓上型マイクスタンド

ワゴン接続盤

コ   ネ   ク   タ
スピーカー用：ＸＬＲ－４－３２Ｆ７７×２
ワイヤレス用　：ＢＣＪ－ＲＵ×２

ＡＣコンセント（電源カットリレー内蔵）×１
通線用小窓付そ     の     他
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体育館 １階平面図　S:1/100
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４Ｓ６
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５Ｃ
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存置 以降公民館平面図参照

存置

２． 配線器具には、裏ボックス（ＪＩＳ認定品）を設けること

防火区画貫通部は、ネグロス電工（株）タフロックニジカン壁丸

認定番号ＰＳ０６０ＷＬ－９０６８(同等品以上)にて耐火処理を行うこと

３．

【　特記事項　】

二重天井内及びＯＡフロアー内は、ケーブルコロガシ配線とするが、立上げ･下げ部

図中、特記なき配管配線は下記及び系統図参照のこと。

コンクリート部及び、防火区画貫通処理部は、保護管に入線のこと。

隠蔽部 露出部(屋内) 露出部(屋外)

保護管
記号 配線サイズ

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

１．

Ⅸ 1

【　拡声設備　】

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ

存置 既設配管配線　再使用

５Ｃ

４Ｓ６

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

ＥＭ－４Ｓ６ (ＰＦ１６) (Ｅ１９)

物置
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更衣室
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改 修 後

【体育館】改修後 １階平面図
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体育館 １階(上部)平面図　S:1/100
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改 修 後

拡声設備

□２００×２００ＰＢ

14.014.0

23.3

E-44

61



（存置）

収
納

ス
テ

ー
ジ

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

柱
芯

壁
芯

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

壁芯

柱芯

壁芯

壁芯

壁
芯

柱
芯

e

d

c

b

a

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ

a

e

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

ｱﾘｰﾅ

体育館 １階平面図　S:1/100

210
4840 4680 4680 4680 4680 4680 4840 210

33080

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

2
2
5

5
5
5
0

32
2
5

3
2
2
5

5
5
5
0

6
0
0
0

2
2
5

1
3
0
0

2
9
5
0

1
3
0
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

2
4
0
0
0

以降配置図参照

Ｓ Ｓ

６

７

４

以降平面図参照

（存置）

存
置

存
置

存
置

存
置

存
置

存
置

存
置

存置

存置

存置

存
置

２． 配線器具には、裏ボックス（ＪＩＳ認定品）を設けること

防火区画貫通部は、ネグロス電工（株）タフロックニジカン壁丸
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【　特記事項　】

二重天井内及びＯＡフロアー内は、ケーブルコロガシ配線とするが、立上げ･下げ部

図中、特記なき配管配線は下記及び系統図参照のこと。

コンクリート部及び、防火区画貫通処理部は、保護管に入線のこと。

隠蔽部 露出部(屋内) 露出部(屋外)

保護管
記号 配線サイズ
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(ＰＦ１６) (Ｅ１９)
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ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ

存置 既設配管配線　再使用

【　火災報知設備（自動火災報知）　】

火災報知設備（自動火災報知）　改修後　体育館１階平面図
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一級建築士 大臣登録 第 219288 号　　山崎友也
一級建築士事務所京都府知事登録(01A)第02439号

六人部地域公民館・体育館大規模改修工事

1/100

改 修 前

【体育館】改修前 １階平面図

記号 細目・摘要

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

撤去

改修内容

ＦＬ４０Ｗ×２

ﾌﾞﾗｹｯﾄ

蛍光灯(露出型)

埋込灯

蛍光灯(露出型)

ＦＬ４０Ｗ×１

高天井用照明ＨＩＤ７００Ｗ×１安定器･ｵｰﾄﾘﾌﾀｰ内蔵

避難口誘導灯

埋込ｽｲｯﾁ 1Ｐ１５Ａ×1

撤去機器リスト

【　特記事項　】

ＰＣＢ含有が確認された場合は、金属製の箱等に収納し、

ＰＣＢの有無、台数）を監督員に提出すること。

ＰＣＢ含有の疑いがある設備を撤去する場合

監督職員と協議を行い、指示のあった場所へと引き渡すこと。

保管箱には「ＰＣＢ汚染物」と記したラベルを添付すること。

その他撤去機器については、請負者にて適正に処置すること。

ＰＣＢ使用の有無を確認し、その全リスト（機器名、型式、

撤去した機器の安定器、コンデンサについては型式・年式により

監督職員及び施設管理者と協議を行うこと。

各配線、機器の撤去に際し、停電等施設への影響を伴う場合は、事前に

その費用は本工事に含む。

本工事に必要な官公署、電力会社等への申請手続きは請負者が行い、

解体撤去にあたり申請手続きが必要な場合

一般的に建築物・設備に付属している諸設備については撤去を行い、

適切に処分すること。

撤去機器については撤去機器リスト参照のこと。

この撤去平面図は、撤去対象の設備について特に留意すべき

撤去工事全般

所要部分のみを記載しているものである。図面に記載されていないが、

１．

２．

３．

４．

４－１.

４－２．

４－３．

４－４．

５．

６．

図中、×印は撤去を表す。 ７．

撤去非常照明

又、既設電動昇降装置用配線については配線のみ撤去を行うこと。

２

２

２

２

２

２

電灯設備（電灯･コンセント分岐）

ａ×１
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六人部地域公民館・体育館大規模改修工事
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改 修 前

電灯設備（電灯分岐）

【体育館】改修前 １階(上部）平面図
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存置

存置

以降公民館平面図参照

図中、記載なき配管配線は下記とする。１．

（　注記　）

存置 既設配管配線　再使用

一般的に建築物・設備に付属している諸設備については撤去を行い、

適切に処分すること。

所要部分のみを記載しているものである。図面に記載されていないが、

撤去機器については撤去機器リスト参照のこと。

４．

３．

図中、×印は撤去を表す。２．

撤去工事全般

監督職員及び施設管理者と協議を行うこと。

各配線、機器の撤去に際し、停電等施設への影響を伴う場合は、事前に

その費用は本工事に含む。

本工事に必要な官公署、電力会社等への申請手続きは請負者が行い、

解体撤去にあたり申請手続きが必要な場合

６．

５．

この撤去平面図は、撤去対象の設備について特に留意すべき

記号 改修内容

【　拡声設備　】
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六人部地域公民館・体育館大規模改修工事
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改 修 前

拡声設備

【体育館】改修前 １階平面図
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六人部地域公民館・体育館大規模改修工事
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改 修 前

【体育館】改修前 １階(上部）平面図
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以降配置図参照
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以降平面図参照
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図中、記載なき配管配線は下記とする。１．

（　注記　）

存置 既設配管配線　再使用

一般的に建築物・設備に付属している諸設備については撤去を行い、

適切に処分すること。

所要部分のみを記載しているものである。図面に記載されていないが、

撤去機器については撤去機器リスト参照のこと。

４．

３．

図中、×印は撤去を表す。２．

撤去工事全般

監督職員及び施設管理者と協議を行うこと。

各配線、機器の撤去に際し、停電等施設への影響を伴う場合は、事前に

その費用は本工事に含む。

本工事に必要な官公署、電力会社等への申請手続きは請負者が行い、

解体撤去にあたり申請手続きが必要な場合

６．

５．

この撤去平面図は、撤去対象の設備について特に留意すべき

記号 改修内容

【　火災報知設備（自動火災報知）　】
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火災報知設備（自動火災報知）

【体育館】改修前 １階平面図
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六人部地域公民館・体育館大規模改修工事

【新築棟】１階平面詳細図
1/50

電灯動力設備（電灯動力幹線分岐･ｺﾝｾﾝﾄ分岐）

ＡＣＰ

１０．０

ＣＫ４

ＡＣＰ

ＣＫ４

７．１

２ＥＴ ２ＥＴ

２ＥＴ２ＥＴ

２ＥＴ

２ＥＴ

２

ＬＭ－１

Ｔ－２

２

２

２ ２

２ ２

２ＥＥＴ

２ＥＥＴ

３．

認定番号ＰＳ０６０ＷＬ－９０６８(同等品以上)にて耐火処理を行うこと

防火区画貫通部は、ネグロス電工（株）タフロックニジカン壁丸

(Ｅ３１)(ＰＦ２８)

配線サイズ

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)

【　電灯設備　コンセント分岐　】

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)

１．

記号
保護管

露出部(屋外)露出部(屋内)隠蔽部

コンクリート部及び、防火区画貫通処理部は、保護管に入線のこと。

図中、特記なき配管配線は下記及び系統図参照のこと。

二重天井内及びＯＡフロアー内は、ケーブルコロガシ配線とするが、立上げ･下げ部

【　特記事項　】

配線器具には、裏ボックス（ＪＩＳ認定品）を設けること２．

(ＳＵＳ２５)

(ＳＵＳ２５)

存置 既設配管配線再使用

番　号

①

（衛生器具リスト）

機 器 名 称

② 電気温水器　　　　　　　　　１Φ２００Ｖ　１５００Ｗ

洋風便器（温水洗浄便座）　　１Φ１００Ｖ　　３２０Ｗ

ＩＨ用

②

２ＥＥＴ

２

２

２

２

２

２

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

ｺﾛｶﾞｼＥＭ-ＣＥ３．５°－３Ｃ　Ｅ２．０

(空調設備) (ＬＭ－１～室外機間配管配線)

ＡＣＰ－１０．０－ＣＫ４

Ａ

Ａ

(空調設備)

ＥＭ-ＣＥ３．５°－３Ｃ　Ｅ２．０ （Ｅ２５）隠蔽

(ＬＭ－１～室外機間配管配線)

ＡＣＰ－１０．０－ＣＫ４

Ｂ

Ａ

(空調設備)

（ＳＵＳ２５）露出ＥＭ-ＣＥ３．５°－３Ｃ　Ｅ２．０

(ＬＭ－１～室外機間配管配線)

ＡＣＰ－１０．０－ＣＫ４

Ｃ

Ａ

ｺﾛｶﾞｼＥＭ-ＣＥ３．５°－３Ｃ　Ｅ２．０

(空調設備) (ＬＭ－１～室外機間配管配線)

(空調設備)

ＥＭ-ＣＥ３．５°－３Ｃ　Ｅ２．０ （Ｅ２５）隠蔽

(ＬＭ－１～室外機間配管配線)

(空調設備)

（ＳＵＳ２５）露出ＥＭ-ＣＥ３．５°－３Ｃ　Ｅ２．０

(ＬＭ－１～室外機間配管配線)

ＡＣＰ－７．１－ＣＫ４

ＡＣＰ－７．１－ＣＫ４

ＡＣＰ－７．１－ＣＫ４

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

３０１ ３０２

３０３

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

４０１

３０９

３１０

３１１

３１２

以降配置図参照

３１３

ＥＭ-ＥＥＦ２．０－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ）

□２００×２００

ＰＢ（ＷＰ）（ＳＵＳ）

□２００×２００

ＰＢ（ＷＰ）（ＳＵＳ）

ＥＭ-ＥＥＦ２．０－３Ｃ（１Ｃ＝Ｅ）×２

Ｎ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

男子便所

女子便所 給湯室

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4

8
,
0
0
0

180 820 1,000 1,500 150 6,200 150 2,820 180

3,0002,0006,5002,5001,000

15,000

1
,
8
2
0

1
5
0

1
8
0

2
,
3
5
0

1
,
3
2
0

1
8
0

1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

8
,
0
0
0

新築棟　１階平面詳細図　Ｓ＝１／５０

E-53

61

相談

スペース

包括事務室

集会室

２００Ｖ２０ＡＥ付電気温水器用
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電灯設備（電灯分岐　非常照明・誘導灯）
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相談女子便所

男子便所

ﾄｲﾚ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

給湯室

Ｎ

Ｓ

Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ

ＭＦ

Ｆ Ｆ

１０１

１０２

非

３

３

女子便所

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾄｲﾚ

Ｅ１×２

男子便所

Ｅ１×３

Ｈ×１

Ｅ１×２

Ｈ×１

廊下

Ｅ２×６

ａ１×３

ｂ１×１

２．０２．０

９０１

２．０

２．０

地域包括支援センター

Ｂ３×６

給湯室

Ｂ１×１

ｂ１×１

地域協議会

Ｂ３×５

ｂ１×１

ＬＭ－１

新築棟　１階平面詳細図　Ｓ＝１／５０
－

－

－

－

－

地中部(屋外)

保護管
露出部(屋外)

配線サイズ

(Ｅ３１)(ＰＦ２８)

(Ｅ３１)(ＰＦ２８)

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)

(Ｅ１９)(ＰＦ１６)

露出部(屋内)隠蔽部

【　電灯設備　電灯分岐　】

１．

記号

コンクリート部及び、防火区画貫通処理部は、保護管に入線のこと。

図中、特記なき配管配線は下記及び系統図参照のこと。

二重天井内及びＯＡフロアー内は、ケーブルコロガシ配線とするが、立上げ･下げ部

【　特記事項　】

(ＳＵＳ２５)

(ＳＵＳ２５)

認定番号ＰＳ０６０ＷＬ－９０６８(同等品以上)にて耐火処理を行うこと

防火区画貫通部は、ネグロス電工（株）タフロックニジカン壁丸３．

配線器具には、裏ボックス（ＪＩＳ認定品）を設けること２．

(ＦＥＰ４０)

(ＦＥＰ３０)

－

－

－

－

－

－

－

３．５

３．５

(Ｅ３１)(ＰＦ２８)

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

(Ｅ３１)(ＰＦ２８)

(Ｅ３１)(ＰＦ２８)

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)

(ＰＦ２２) (Ｅ２５)

(Ｅ２５)(ＰＦ２２)
２．０

２．０

(ＳＵＳ２５)

(ＳＵＳ２５)

(ＳＵＳ２５)

(ＳＵＳ２５)

(ＳＵＳ２５)

－(Ｅ３１)(ＰＦ２８)

×２

×２ （１Ｃ＝Ｅ）

（１Ｃ＝Ｅ）

（１Ｃ＝Ｅ）

（１Ｃ＝Ｅ）

（１Ｃ＝Ｅ）

（１Ｃ＝Ｅ）

（１Ｃ＝Ｅ）

＋３Ｃ

×２

×２

×２ ＋３Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ１．６－３Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ２．０－２Ｃ

ＥＭ-ＥＥＦＦ２．０－３Ｃ

ＥＭ-ＣＰＥＥ１．２－２Ｃ

ＥＭ-ＣＥ３．５－３Ｃ

ＥＭ-ＣＥ３．５－３Ｃ

＋３Ｃ

×２
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(ＳＵＳ１９)

(ＳＵＳ３１)
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相談

６

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

２． 配線器具には、裏ボックス（ＪＩＳ認定品）を設けること

防火区画貫通部は、ネグロス電工（株）タフロックニジカン壁丸

認定番号ＰＳ０６０ＷＬ－９０６８(同等品以上)にて耐火処理を行うこと

３．

存置 既設配管配線　再使用

【　共通　】

【　誘導支援設備（トイレ等呼出）】

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

【　特記事項　】

二重天井内及びＯＡフロアー内は、ケーブルコロガシ配線とするが、立上げ･下げ部

図中、特記なき配管配線は下記及び系統図参照のこと。

コンクリート部及び、防火区画貫通処理部は、保護管に入線のこと。

隠蔽部 露出部(屋内) 露出部(屋外)

保護管
記号 配線サイズ

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

１．

ＥＭ－ＨＰ１．２－３Ｃ

【　拡声設備　】

【　テレビ共同受信設備設備　】

５Ｃ ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ (ＰＦ１６) (Ｅ１９)

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

【　構内交換設備　】

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

【　構内情報通信網設備　】

Ｌ

ｔ

Ｄ

Ｎ

１Ｌ

Ｒ テレビ受口

ＬＡＮ受口

電話受口

インターホン親機

ドアホン子機

１窓用呼出表示器

呼出ボタン（引きひも付）

復旧ボタン

丸型廊下灯

壁付　４Ｋ／８Ｋ放送対応

電話受口(ﾌﾛｱｰ)

壁付　６極４芯モジュラージャック

壁付　６極４芯モジュラージャック

壁付　８極８芯モジュラージャック

モニター付

カメラ付

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

凡　例

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

姿図参照

G

ＬＡ

記　号

壁掛型非常用放送設備

天井埋込型スピーカー

天井埋込型スピーカー（ＡＴＴ付き）

壁面取付型スピーカー（ＡＴＴ付き）

壁面取付型スピーカー（防球ガード、ＡＴＴ付き）

ワイドホーンスピーカー（１５Ｗ）

アッテネーター

レクチャー卓（３０Ｗ） 姿図参照

名 称 備 考

Ｎ

Ｌ

１Ｌ

Ｒ
Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｒ

Ｔ－２

５Ｃ

５Ｃ

新築棟　１階平面詳細図　Ｓ＝１／５０
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弱電設備

以降配置図参照
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(ＳＵＳ１９)
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８

２． 配線器具には、裏ボックス（ＪＩＳ認定品）を設けること

防火区画貫通部は、ネグロス電工（株）タフロックニジカン壁丸

認定番号ＰＳ０６０ＷＬ－９０６８(同等品以上)にて耐火処理を行うこと

３．

【　特記事項　】

二重天井内及びＯＡフロアー内は、ケーブルコロガシ配線とするが、立上げ･下げ部

図中、特記なき配管配線は下記及び系統図参照のこと。

コンクリート部及び、防火区画貫通処理部は、保護管に入線のこと。

隠蔽部 露出部(屋内) 露出部(屋外)

保護管
記号 配線サイズ

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

(ＰＦ１６) (Ｅ１９)

１．

ＥＭ－ＡＥ１．２－２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ１．２－４Ｃ

存置 既設配管配線　再使用

【　火災報知設備（自動火災報知）　】

Ｔ－２
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発電設備（太陽光発電）特記仕様書 －

２．４　系統連系保護機能

　本システムにおける連系保護機能装置は、電気設備技術基準に沿って設置するものとする。

：表－３参照出力特性

：図面参照

種類

容量

外形寸法

３．１　太陽電池モジュール

３．機器仕様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　２

条件　　：　ＡＭ１．５　 全天日射基準太陽光

　　　　：　放射強度　１０００Ｗ／ｍ　　　　　モジュール温度　２５℃

最 大 出 力 Ｐｍ Ｗ

単　位項　　　　　目 特 性 値

短 絡 電 流 Ｉｓｃ Ａ

開 放 電 圧 Ｖｏｃ Ｖ

関係法規に基づき必要な強度を有するものとする。

一般構造用鋼　溶融亜鉛メッキ処理同等品とする

野立てに適合する構造とする

別途図面を参照

（高耐食性メッキ鋼板も含む）

強度　　　　　　　：

材質　　　　　　　：

外形寸法　　　　　：

構造　　　　　　　：

３．２　太陽電池架台

実行変換効率

真正変換効率

実行変換効率 ％

％

最大出力動作電流 Ｉｐｍ Ａ

最大出力動作電圧 Ｖｐｍ

最大システム電圧

Ｖ

Ｖ

表－３

（４）接地工事（別途工事）

※架台に設置されない機器の取付は電気工事

（３）基礎工事（別途工事）

（２）計測信号配線工事（別途工事）

（１）受電盤までの配管配線工事＜連系点からキュービクル間＞（別途工事）

４．２　電気工事他

（２）納入機器取付工事

（１）太陽電池組立取付工事

４．１　機器据付工事

４．工事範囲

１．一般事項

太陽光発電設備工事　特記仕様書

１．１　適用範囲

系統連系用太陽光発電システムについて適用する。

と交換するものとする。

き不都合が発生した場合は、速やかにこれを無償で修理、又は、良品

竣工後１年以内に設計もしくは製作不良、その他工事者の責任に帰すべ

１．３　保証条件

（４）電気設備技術基準　　（１１）日本電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ)

（２）労働安全衛生法　　　（９）日本電線工業会規格（ＪＣＳ）

本工事の設計・施工に当たっては、下記の法令・規格等に基づくものとする。

１．２　適用規格・法規等

（５）電気工事士法　　　　（１２）内線規程

（６）消防関係法規　　　　（１３）系統連系規程　　　　

（７）電力品質確保に係る系統連系技術要件ガイドライン　　　　　　　　　　　　

太陽電池発電所

高圧連系連系する電力系統　：

発電設備の種類　　：

設備容量　　　　　：

２．システム概要

２．１　設備の概要

名称　　　　　　　：

リチウムイオン蓄電池容量

太陽電池容量

リチウムイオン蓄電システム容量

Ｖ２Ｈ

２．２　システム構成       

 １　太陽電池は太陽からの日射を受けると直流電力を発生する。      

 　　に供給する。       

 ６　運転データ等は小型計測装置により収集する。      

 ２　パワーコンディショナおよびリチウムイオン蓄電システムはこの直流電力を並列する 

  　　商用電源の電圧、周波数、位相と同期した交流電力に変換し、電力会社側電力系統

 　　と同期した交流電力に変換し電力会社側電力系統に供給する。

 ４　連系保護装置により、パワーコンディショナ、リチウムイオン蓄電システム、Ｖ２Ｈ  

  　　及び系統の異常時には連系を遮断する。       

 ５　余剰電力が生じた場合には、当該電力は電力会社側電力系統に供給する。 

＜Ｖ２Ｈの連系運転＞       

 　　同期した交流電力に変換し電力会社側電力系統に供給する。      

 ２　連系保護装置等により、本機及び系統の異常時には連系を遮断する。      

 ３　Ｖ２Ｈは電気自動車（EV, PHV）に搭載された蓄電池の直流電力を並列する商用電源

 １　電気自動車（EV, PHV）に搭載された蓄電池の直流電力を電力を並列する商用電源と 

 ３　平常時は商用電源から電気自動車（EV, PHV）に搭載の蓄電池への充電が可能とする。

 非常時は系統電源から切離し、リチウムイオン蓄電システム及びＶ２Ｈは自立運転をおこ 非常時は系統電源から切離し、リチウムイオン蓄電システム及びＶ２Ｈは自立運転をおこ

 ない特定負荷回路へ電力供給を行う。 

＜リチウムイオン蓄電システム及びＶ２Ｈの自立運転＞

 リチウムイオン蓄電システム及びＶ２Ｈの自立運転出力は手動により相互切り替えする。

 復旧にあたっては手動で連係運転に切り替えを行うこととする。

 　本システムは、太陽電池モジュール、太陽電池架台、太陽光発電・系統連系保護機能を  

 備えたリチウムイオン蓄電システム及びパワーコンディショナー、Ｖ２Ｈ、小型計測装置

 及び表示装置等より構成する。

（１）労働基準法　　　　　（８）日本産業規格（ＪＩＳ）

容量

周囲条件

塗装色

外形寸法

計測機能

運転／停止

保護機能

制御方式

交流電流ひずみ率

出力基本波力率

電力変換効率

入力電圧範囲

出力電圧

種類 : 　リチウムイオン蓄電池システム

: 　三相３線式 ＡＣ２０２Ｖ ５０／６０Ｈｚ（特定負荷）同じ

: 　（太陽電池）ＤＣ１８０～５３０Ｖ、（系統電源）２０２V

　（特定負荷）単相３線式 ＡＣ２００／１００Ｖ

: 　（太陽電池）９５％以上

: 　（太陽電池）０．９５以上

: 　（太陽電池）総合５％以下　各次３％以下

: 　（太陽電池）最大出力追従制御

: 　｢２．３ 運転方式｣ によるものとします。

: 　｢２．４ 系統連系保護方式｣ によるものとします。

: 　表示項目（切替式）

　   ・太陽電池、蓄電池（電圧、電流、電力）

   　・交流（電圧、電流、電力）

  　 ・累積発電量

: 　別途図面参照

: 　マンセル５Ｙ７／１近似色

: 　周囲温度 －１０℃～+４０℃、相対湿度９０％以下（結露なし）

 　積雪３０ｃｍ以内、有毒ガス、塩害、塵埃無きこと

パワーコンディショナ

設置場所 ：　屋外

：　入力回路出力回路用開閉器

：　別途図面参照

回路数

収納機器

外形寸法

周囲条件 ：　周囲温度　－１０℃～４０℃

３．４　接続箱

：　取り付けは機器メーカーの指定する方法で確実に行うこと。強度

自立運転機能

：　別途図面参照

：　周囲温度　－２０℃～５０℃

外形寸法

周囲条件

：　回路数　…入力４回路接続箱機能

：　太陽電池最大電力追尾制御制御方式　　　

：　単相２線　ＡＣ２０２Ｖ　５０／６０Ｈｚ（単相３線式へ連系）

：　総合５％以下　各次３％以下（定格出力時）

：　「２．３　運転方式」による。

：　０．８０～１．０　０．０１刻みで可変（出荷時０．９５）

：　「２．４　系統連系保護機能」による。

出力電圧　

電力変換効率

指定力率　　

高調波電流含有率　

運転／停止

保護機能

種類

定格出力

運転入力電圧範囲

３．５　パワーコンディショナ

：　系統連系パワーコンディショナ（屋外）

：　入力６回路

１．計測機能

：　別途図面参照外形寸法

：　ＡＣ１００Ｖ電源

：　１６：９アスペクト比

種類

３．６　小型計測装置

３．７　表示装置

（３）電気事業法　　　　　（１０）日本電機工業会規格（ＪＥＭ)

六人部地域公民館太陽光発電設備

１０ｋＷ

１６．２ｋＷｈ

５．９ｋＷ

　電気設備技術基準の解釈第229条の規定による保護継電器の種類・検出場所を表－１に示す。

（ＯＶＲ）

（ＵＶＲ）（３）不足電圧継電器

表－１

※本継電器は、電力会社と協議の上、必要と認められた場合設置

（受動・能動）

（ＯＦＲ）

（ＵＦＲ）

（ＯＶＧＲ）※

　保護継電器の種類 検出場所

低圧回路の検出可能な

受変電設備

インバータ出力点など

場所

（１）地絡過電圧継電器

（４）周波数上昇継電器

（５）周波数低下継電器

（６）単独運転検出機能

（２）過電圧継電器

納入機器は表－２に示す通りとする。

２．５　納入機器範囲

表－２

仕　　様ＮＯ 機器名

２．

１．

３．

１式

数量 備　　考

８．

７．

６．

５．

４．

１台

１台

横置

太陽電池モジュール

太陽電池架台

リチウムイオン蓄電システム

接続箱 屋外

パワーコンディショナ

蓄電池容量

１台

１台

１式

１台Ｖ２Ｈ

屋内小型計測装置

表示装置

３７５Ｗ

屋外　１０ｋＷ

１６．２ｋＷｈ

屋内　４３型

屋外　５．９ｋＷ

：３７５Ｗ

３７５

１５００

１１．４３

４１．８９

１１．０１

３４．１０

２０．５

２２．８

: 　１０ｋＷ

　　

　・リチウムイオン蓄電システムとを通信して太陽光発電電力、蓄電池残量、充放電電力等を取得

　・取得データ、蓄積データ等を表示装置に送信

２．表示機能

　・取得したデータを一定期間蓄積

画面サイズ

ＥＣＯＮＥＴ　Ｌｉｔｅ規格（高圧連系区分）

　運転音

　入出力電圧範囲 ：　ＤＣ１５０～４５０Ｖ

　入出力電流 ：　最大ＤＣ２３Ａ

　放電定格 ：　５．９ｋＷ

　充電定格 ：　最大５．９ｋＷ

対ＥＶ入出力（参考値）

　出力制御

その他

自立出力仕様

　出力電圧

　定格出力

：　手動切替、手動自立運転起動制御

：　単相３線式　１０１Ｖ±６Ｖ／２０２Ｖ±１２Ｖ

：　５．９ｋＶＡ（片相最大２．９５ｋＶＡ）

　冷却方式 ：　強制空冷方式

　本体質量 ：　９１ｋｇ

　充放電ケーブル長

　規格

：　７．５ｍ

３．３　リチウムイオン蓄電システム ３．９　Ｖ２Ｈ

：　４０ｄＢＡ

：　ＣＨＡｄｅＭＯ規格

本仕様書は、六人部地域公民館・体育館大規模改修工事における

　　直射日光の影響を受けない場所

 ７　資源エネルギー庁：事業計画策定ガイドライン（太陽光発電）２０項による防眩モジュールとする。

：単結晶シリコン（防眩仕様）

：　５．５ｋＷ

：　ＤＣ５０～４５０Ｖ

：　９５．０％（力率０．９５時）

：　有り　：　単相２線式　１０１Ｖ　２．７ｋＶＡ

：　液晶モニタ

：　４３型

１３．５kW相当

５．５ｋＷ

３６枚

２．３　運転方式       

下記によるが、電力会社電力協議に従う。       

 　　パワーコンディショナ（以下両機とする）を自動的に起動する。      

 　　高頻度のポンピングを避ける。      

 　　を解列し確実に停止する。      

 　　運転を再開する機能を有する。      

 １　太陽電池の動作特性を監視し、設定値に達するとリチウムイオン蓄電システム及び 

 ２　太陽電池の出力を監視し、設定値以下になると自動的に運転を停止する。 

 ３　太陽光発電システムによる負荷への電力供給は、原則として昼間のみを対象とする。 

 ４　昼間に日射不足により給電不能となる場合は自動的に運転を停止させる。   

 ５　太陽電池出力監視による発電装置自動停止後の復帰は時限を採って行い、不要な 

 ６　交流系統に事故が発生した場合や両機の故障時は、速やかに商用系統との連系接続  

 ７　商用系統の事故の場合は、商用系統が復旧すれば確認時間後、手動で再投入して 

＜パワーコンディショナ及びリチウムイオン蓄電システムの連系運転＞

＜リチウムイオン蓄電システムの運転＞

１．自立運転

　　交流系統が停電した場合、一旦停止し自立運転を行う。切替えは自動／手動を選択

　　蓄電池の充電運転を行う。

　　＜タイマー充電＞

　　内部タイマー（タイマー充電用）を用いて充電運転を行う。

　　＜手動充電＞

　　充電スィッチを用いて充電運転をおこなう。

上記連系運転のほかの運転     

　　＜回復充電＞

　　自立運転が終了して系統復帰後、自動的に充電運転をおこなう。

３．ピークシフト運転

　　太陽光発電電力、系統電力による。

　　内部タイマーにより、太陽電池電力と蓄電池電力によるピークシフト運転をおこなう。

２　充電運転

屋内　５．５ｋＷ

※太陽電池モジュール間配線以外の全ての配線工事は別途工事とする。

　　ただし、太陽電池の工場立会検査は実施しない。

５．２　下表４の項目については試運転・検査・測定を行うこと。

（２）出力の合計値が３．１に示す容量の合計値以上であること。

（１）各モジュールの試験成績表の出力値がＪＩＳに適合していること。

５．１モジュール出力検査

接続箱

注１

注１

パワーコンディショナ

○

○

○

○

○

○

注１

注１

○

○

○

注１

注１

注１

注１

注１

表-４

システム動作

保護装置特性

出力測定

注１）現地検査又は工場検査のいずれかで可。

○

絶縁抵抗測定

機器

絶縁耐圧

外観検査

項目

○

○

○

太陽電池
リチウムイオン蓄電システム

配線ケーブル

○

○

○ ○

計測システム

５．試運転・完成検査

（６）電力連系書類作成・申請・協議、設備認定申請書類の作成・申請・協議等（別途）

（５）太陽電池アレイ周辺フェンス工事（別途工事）

　　蓄電池／１６．２ｋWh

　　特定負荷用変圧器／逆Ｖトランス５ｋＶＡ
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1/400

配置図（改修後）　Ｓ＝１：４００

発電設備（太陽光発電）配置図（改修後）

道
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境
界
線

隣地境界線

駐車場

隣地境界線

隣
地
境
界
線

隣地境界線

体育館

公民館

倉庫①

新設建物

隣地境界線

コンクリート柱 φ300

館名看板【新設】

ポンプ庫防災倉庫

ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去（ｶｯﾀｰ切）・復旧共　（建築工事）

【　特記事項　】

■
■

■

■
■

■

■

■

■

■

埋設標識シート

ＦＥＰ配管

地中埋設配管参考図

２００ ８５ ２００

５
０

１
０
０

５
０
０

８
５

５
０

ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ個々は、ｴﾎﾟｷｼ樹脂接着剤にて確実に組立る事。

組立式ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ参考姿図　Ｓ＝１／１５

電 気

Ａ×Ｂ

Ｈ
1
0
0

1
0
0

Φ６００

４点ﾎﾞﾙﾄ止め式電気文字入防水蓋(６００Φ)

ＧＬ

中間部材

ﾍﾞ-ｽ部材

砕石

ＨＨ(ＮＯ) (Ａ×Ｂ×Ｈｍｍ)寸 法 防水蓋 用途区分 備 考

ｹ-ﾌﾞﾙﾌｯｸ取付
６００×６００×９００ 重荷重 低圧

盗難防止鎖付
ＨＨ

路盤

埋戻し土

砂利地業

アスファルト（建築工事）
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Ｎ

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

存置

更新

ＧＬ－１

接続箱

太陽光パネル

①

② ③

④
⑤

事務室

電気自動車放充電器（Ｖ２Ｈ）

①

②

③

④

⑤

通信ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ

計測監視装置

表示装置

復電操作盤

ﾊﾟﾜｺﾝ

蓄電システム盤

事務室内小型計測即装置

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

存置
ＰＢ（ＷＰ）

ＰＢ（ＷＰ）

１． 図中の特記無き配管配線は、発電設備（太陽光発電）単線結線図参照のこと。

２． 図中のｼﾝﾎﾞﾙは下記及び発電設備（太陽光設備）機器姿図を参照のこと。

■

Ｈ. Ｈ

ｹｰﾌﾞﾙ埋設表示杭　鉄製:

: 組立式ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ Ｒ８Ｋ－６０ （中荷重蓋付）Ｈ１－６

３． 地中埋設深さはＧＬ－６００以上とする。

４． 地中配管部分に埋設ｼｰﾄを敷設、ＦＥＰ管路の保護は山砂にて保護のこと。

５．

起点

電力線

キュービクル（改造）

起点

制御線・計測表示線

パワーコンディショナ

分電盤

太陽電池

太陽電池

蓄電システム盤

蓄電システム盤 接続箱経由

蓄電システム盤 停電時特定負荷

分電盤Ｖ２Ｈ ＥＶ充電・自立運転

キュービクル（改造）

分電盤

分電盤

終点

終点

ＯＶＧＲ

蓄電システム盤 （経由）復電操作盤

蓄電システム盤

ＲＰＲ

Ｖ２Ｈ

分電盤

分電盤 ＣＴ

小型計測監視装置

蓄電システム盤

小型計測監視装置

パワーコンディショナ

パワーコンディショナ

キュービクル（改造）

蓄電システム盤

キュービクル（改造）

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

Ｈ･Ｈ

Ｈ･Ｈ

Ｈ･Ｈ

Ｈ･Ｈ

(ハッチング部アスファルト撤去及び復旧共) 建築工事
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C種

単独能

単独受

OFR

UVR

UFR

OVR

PV1

MC1

MCCB1

MCCB3MCCB2

C種

1

9

連系運転

I NV異常

系統異常

C種

DS1

BD1

（3φ3W 10kW）

LBS LBS

AC100V

PC

OVGRユニット
6.6kV／
202-101V

RPR

OVGR

電源 EM-CE2

PAS

Wh
（買電用）

DS

LBS

3ph 3W 6.6kV 60Hz

VCT

受変電設備

RPR

OVGR

V
A

202V

ELB

ELB

Ｅｃ

ELB
特定負荷

C種

EM-IE5.5sq-1C

連系ブレーカ

逆接続可能型

ＥＶ

ELB

延長ケーブル

1

C種

BD1

DS1

C種

1

リチウムイオン蓄電システム

計測装置

小型計測装置

AC100V
３極Ｅ付
コンセントへ

ELB

連系ブレーカ

逆接続可能型

保持ﾀｲﾏｰ

(3P2E40A)

(3P2E40A)

EM-CET22sq

9 9

PV1

EM-CET22sq

EM-CET22sq

リチウムイオン蓄電システム

パワーコンディショナ

逆Vトランス 5kVA

Tr2

MPPT制御機能

AC/DCインバータ

MC1-1 

Tr1 パワーリレー運転

待機

異常 MC3
 MCCB1-1

系統連系保護動作 MCCB4
BMU1

RPR1検出出力信号

単独運転検出、

MC24-20mA入力

4-20mA入力

MCCB2-1-1mA入力

MCCB9

Arr1

DC/DCコンバータ
MCCB5

Arr2

RS485通信

10kVA

ELCB6

MCCB11

MCCB3

ｻｰﾋﾞｽ

OVGR検出出力信号

日射量

気温

買電電力

6.6kV／

RY2-1

16.2kWh

蓄電池部

ｺﾝｾﾝﾄ
1φ

OV・UV検出機能
OF・UF検出機能
単独運転検出機能

PV3

DS3

BD3

モジュールメーカー品

EM CE3.5sq-1C×2×3

太陽電池アレイ(3.3kW)

連系ブレーカ

逆接続可能型
(50A/100mA)

逆潮流
検出用CT3

接続箱

太陽電池アレイ(10.1kW)

新設分電盤 既設分電盤

Ｖ2Ｈ

自立

系統

EM-CET22sq

AWG22sq-2C

AWG22sq-3C

※通信アダプター

※通信アダプターおよびAGW22sqケーブル

はＶ２Ｈの付属品

（1φ3W 5.5kW）

ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

表示装置

EM KPEES1.25sq-2P

EM KPEES1.25sq-2P

自立運転出力
（1φ3W,5kW）

復電操作盤

EM CE14sq-1C×2
ﾓｼﾞｭｰﾙとの接続はEM CE3.5sq-1C× 2

モジュールメーカー品

EM-CET14sq

EM-CET14sq

EM CEES2-2C

EM CEES2-2C

EM CE38sq-1C×2

EM CEES2-2C

EM CEES2-2C

発電設備（太陽光発電）単線結線図 －

逆流防止ダイオード

高圧遮断器

避雷器

漏電遮断器

地絡継電器

日射計用信号変換器

電磁接触器

配線用遮断器

過周波数継電器

地絡過電圧継電器

過電圧継電器

断路器

プルボックス

柱上気中開閉器PAS

PB

DS

MC

OVGR

OVR

MCCB

OFR

LA

IRTD

ELCB

GR

CB

BD

記号 名称

単独運転防止機能（能動的）単独能

- -

太陽電池アレイ

高圧カットアウト

無停電電源装置

不足電圧継電器

不足周波数継電器

計器用変圧変流器

電力用信号変換器

単独運転防止機能（受動的）

気温計用信号変換器THTD

VCT

ZPD

単独受

WTD

Wh

零相分圧器

電力量計

UPS

UVR

UFR

T 変圧器

PC

PV

凡 例

E-59

61

EM-CET14sq EM-CET14sq
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0

1
,
3
6
0

1
,
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5
5

取り付け穴

長穴14-R4.5
　8ヶ所

(+)(-)

3
5

17.5kg

単位：mm

300
160

3
0
0

1
8
0

6
0

4-φ 10

NP1

LP1

BZ1

NP0

260

質量：

125

1
0
0
.
5

144

26.9

収納ボックス　　

450

25 500 25

1
0
0

2
3
0

1
1
5

200

215

2
0

4
4
5

定格電圧　　　DC500V

最大入力電圧　DC750V

定格入力電流　10Ａ（１回路当たり）

定格出力電流　40Ａ

概算重量 23.5kg

1,038

単位：mm

重量：約140g

材質　：ｽﾁﾛｰﾙ系樹脂

付属品　　リモコン

塗装色：マンセル5Y7/1　（全ツヤ）

概算質量：1250kg

単位：mm

Air

Δ Δ

表示灯(白)

表示灯(緑,赤,黄)

TPD

PB1

PB2

NP1

定格銘板

（扉裏面）

Air Air

M
A
X
.2
0
6
0

1
9
2
5

650

MAX.1914

650

7
5

600

740
(700)

2000 1090

100400200450200450100
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500

1
5

6
7
0

1
0
0

1
51

2
5

20

973

5
6
1
.
2

62.6

画面サイズ

本体質量

単位：mm

単位：mm

重量：約140g

809

337988

7
7
5

8
5
5

545 275

630

40
0

225

本体重量　29.4kg

43型

13.9kg

発電設備（太陽光発電）機器姿図 －
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太陽電池モジュール（参考） パワーコンディショナ（参考） 蓄電システム盤（参考）

計測監視装置（参考）接続箱（参考）

復電操作盤（参考） 表示装置（参考）

Ｖ２Ｈ（参考）

： パワーコンディショナ外部操作入力回路用

： ＡＣ１００／２００Ｖ

： ５Ｙ７／１近似色（半ツヤ）

： 屋内壁掛け

： 鋼板

出力回路

制御電源

塗装色

構造

材質

基礎 配置 図電力 ケー ブル 、制 御線
及び 接地 線立 上り 位置

（正 面側）

接 続盤 電 力制 御盤 蓄電 池盤

排気 孔

吸気 孔

排 気孔

４－Φ１４外アンカ－固定金具溶接

水抜き穴



450 200 450 200 400 670

完全式菱形金網
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0
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□ 350

完全式菱形金網

1
5
0
0

1
4
5
0

2
5
0

4
5
0

180

5
0

2000 2000 W1000

ABolt M12×12本

GL GL

捨てコンクリート
砕石

Ｖ２Ｈ フェンス

S=1/40S=1/40

蓄電システム盤

捨てコンクリート
砕石

表示灯(白)

表示灯(緑,赤,黄)

NP1

TPD

PB1

PB2

定格銘板

（扉裏面）

ABolt M10×4本

隣地境界線

道
路

境
界

線

駐車場

Ｎ

S=1/25

フェンス L=48,250 H1,200【新設】

フェンス L=92,000 H600【新設】

150 150 150 150

2,000 970

GLGL

185 545 185 135 275 135

915 545

S=1/100

太陽電池

2
,
9
0
0

S=1/40

□500

GL

太陽電池

1
0
0

6
0
0

5
0

5
0
0

1
0
0

砕石

20°
（傾斜角20度）

10

4,1
82

1,0
38

2,900

16個

太陽電池架台基礎

3,5303,5303,5303,5301,765

フェンス L=4,000 H1,500【新設】

太陽光パネル【新設】

フェンス L=2,000 H1,500【新設】

フェンス L=20,600 H1,500【新設】
フェンス新設工事は建築工事とする

接続箱【新設】
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1/100

1/40,1/25
発電設備（太陽光発電）太陽電池配置図･機器基礎図

改 修 後
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捨てコンクリート

アスファルト舗装、撤去及び復旧（建築工事）


